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研究成果の概要（和文）：本研究は、経済ショックの波及が各国の生産や輸出入に及ぼす影響を「国際価値連
鎖」の観点から分析し、アジア域内諸国間の通貨圏形成の最適な地理的範囲について検討した。また、為替レー
ト変動が貿易収支不均衡や企業の輸出競争力に及ぼす影響や、自由貿易協定が日本やアジア諸国に及ぼす影響に
ついても分析を行った。5回の国際シンポジウムを開催し、査読付国際学術雑誌の特集号に論文を掲載すること
で研究成果を公表した。

研究成果の概要（英文）：This project made empirical analysis on the effect of economic shock on 
production and trade in the context of global value chains. Feasibility of optimum currency area in 
Asia was also investigated. Possible effect of exchange rate changes on trade imbalances and firms' 
export competitiveness is empirically examined. Effect of free trade agreement on Japan and Asian 
economies was also assessed. We held international symposiums five times during the project period, 
and issued the special issue of refereed journals as a research achievement of this project.

研究分野： 国際金融

キーワード： 国際価値連鎖　最適為替レート　通貨統合　経済ショックの波及　産業連関表

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、為替レートの変動が経済全体あるいは企業の輸出入行動に及ぼす影響を実証的に分析しており、為替
レート変動の影響に常に直面する日本企業にとって重要な情報を提供している。また、独自の国際産業連関表に
基づいてアジア域内におけるショックの波及メカニズムも分析しており、為替政策を重要なマクロ経済政策運営
の一つとして位置付けるアジア諸国にとって有益な情報と政策的含意を与えている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
為替レートの変動は少なくとも短期的に輸出と輸入の両面から国内経済に影響を及ぼす。例

えば、2008 年のリーマンショック以降、名目ベースで急速かつ大幅な円高ドル安が続いたこと
で、日本企業は海外市場での輸出価格競争力の面で著しく不利な状況に陥った。2012 年末から
は一転して急速に円安が進行し、日本の輸出の大幅な改善が期待されたが、実際には数量ベー
スでほとんど輸出は増えていない。2014 年後半からの原油価格の急落によって貿易収支赤字は
縮小したが、なぜ円安で日本の輸出は伸びないのか、日本企業の輸出競争力が低下したのでは
ないか、と懸念されている。また、海外の経済危機によって名目為替レートが大きく変動する
だけでなく、危機の影響はグローバルに展開された生産ネットワークを通じて需要ショックと
して波及し、国内の生産や物価にも影響を及ぼす。物価水準の変化は実質（実効）為替レート
を変化させ、輸出価格競争力に影響を及ぼす。特に日本企業はアジアでの生産ネットワークを
拡大し、アジアを中心とした価値連鎖が広がりと深化をみせている。この価値連鎖は産業ごと
に異なるため、危機の波及経路も産業によって異なりうる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、最新の国際産業連関表を用いて、①経済ショックの波及が各国の生産や輸出入に

及ぼす影響を「国際価値連鎖」の観点から分析し、②国内外の生産連鎖に基づくコスト競争力
均等化の観点から最適為替レートを推計する。③最適為替レートと実際の為替レートの間の乖
離指標を計算して、日本やアジア諸国の輸出競争力を測る指標を構築し、為替レート変動が貿
易収支不均衡や輸出競争力に及ぼす影響を分析する。④上記①の観点から景気循環の連動性分
析を行い、アジア域内諸国間の通貨協調（通貨圏形成）の最適な地理的範囲を明らかにする。
⑤以上の分析を通じて、海外の経済ショックに対してレジリエントな（耐性・回復力のある）
地域通貨圏をアジア構築できるのか、アジア諸国はどのような最適為替政策を採用するべきか、
という政策課題に対する指針を示す。また、⑥上記の中心的な研究課題に直接・間接に関連す
る国際金融・国際貿易の諸課題についても研究の対象とする。 
 
３．研究の方法 
 

2015 度までの研究成果として、独自の国際産業連関表（YNU-GIO Table）を構築し、RIETI
と共同で産業別実質実効為替レートのデータも構築した。このデータ構築作業を通じて、アジ
ア・北米・欧州の 29 か国の産業別生産者物価指数のデータも収集した。これらのデータに基づ
いて 2016 年度からの研究をスタートする。また、国際的に広く使用されている国際産業連関表
（OECD の ICIO Table と WIOD）も積極的に活用して研究を進める。 
本研究は、研究代表者と研究分担者、そして研究協力者が共同で研究を進めるが、各自が海

外の研究者とも共同研究を行う。国際シンポジウムを開催して成果を発表するだけにとどまら
ず、その成果を学術論文や研究書として公表することを最終的な目標とする。また、各自は積
極的に国内外の学会で研究成果を発表し、最終的には国内外の査読付学術雑誌に論文を掲載す
ることを目指す。 
 
４．研究成果 
 
 学術論文（14 件）、書籍（3 件）、学会発表（34 件）については「５．主な発表論文等」に記
載したとおりである。それ以外の国際共同研究の成果として、下記の 5 件の国際シンポジウム
を開催した。 
 

1. 2016 年 7 月 8-9 日に国際コンファレンス（China’s Rise and Regional Integration in East Asia）
を開催（横浜国立大学）。同コンファレンスは North American Journal of Economics and 
Finance (2015 Impact Factor: 1.360) の Special Issue Conference として開催された。 

2. 2016 年 11 月 19 日に中国社会科学院 (IWEP, CASS)、経済産業研究所 (RIETI)との共催で
国際ワークショップ（RIETI-IWEP-CESSA Joint Workshop: Exchange Rates and Currency 
Internationalization: Perspectives from China and Japan）を開催した（中国社会科学院、北京）。 

3. 2017 年 12 月 1 日に中国社会科学院 (IWEP, CASS)、経済産業研究所 (RIETI)との共催で国
際ワークショップ（RIETI-IWEP-CESSA Joint Workshop: Issues over Currency and Exchange 
Rate: Empirical Studies on China and Japan）を開催した（RIETI, 東京）。 

4. 2018 年 12 月 1 日に経済産業研究所 (RIETI)・中国社会科学院 (IWEP, CASS)・アジア経済
社会研究センター (CESSA) の共催による国際ワークショップを（RIETI-IWEP-CESSA 
Joint-Workshop on Topics on International Finance: Exchange Rate and Currency, December 1, 
Chinese Academy of Social Sciences (CASS), Beijing, China）を開催した（中国社会科学院、
北京）。 



5. 2018 年 12 月 7 日〜8 日に Edith Cowan University (Australia), KU Leuven (Belgium), Ningbo 
University (China), アジア経済社会研究センター (CESSA) の共催による国際コンファレ
ンス（The 4th International Conference on China’s Rise and Internationalization: Challenges and 
Impacts Regionally and Globally, December 7-8, NOVOTEL Hotel, Ningbo, China）を開催した。 

 
上記のうち、2016 年 7 月と 2018 年 12 月に Edith Cowan University などと共同開催した国際コ
ンファレンスで発表した論文の中で優れたものを選んで、査読付国際学術雑誌（North 
American Journal of Economics and Finance）の特集号に掲載することが決定している。実際に、
2016 年 7 月の国際コンファレンスの発表論文のうちの 9 本が下記の Special Section として掲
載された。 

6. North American Journal of Economics and Finance, 46 (November 2018; Impact Factor 1.199), 
Special Section on “China's Rise and Financial Market Integration in East Asia: Issues and 
Prospects; Guest Editors: Donald Lien, Kiyotaka Sato and Zhaoyong Zhang. 
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